
学年 教科 教科書（教科書名・出版社） 副教材（教材名・出版社）

学習漢字ノート　光３年(浜島書店)

教科の目標（各教科における学年の目標） 授業時の学習方法

（1）社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるととも
に、我が国の言語文化に親しんだり理解したりすることができ
るようにする。

（2）論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりす
る力を養い、社会生活における人との関わりの中で伝え合う力
を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができ
るようにする。

（3）言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己
を向上させ、我が国の言語文化に関わり、思いや考えを伝え合
おうとする態度を養う。

【授業について】

４人グループで話し合う
個人で考えを深め、課題に取り組む
グループで文や言葉を推敲し、発表する

【授業時実施のテストについて】

漢字テスト（週１）
文法テスト（学期に１度程度）

【提出課題について】

学習漢字ノート（週１）
課題プリント

年間教科指導計画

１学期 ２学期 ３学期

1　深まる学びへ
2　視野を広げて
3　言葉とともに
・情報×SDGs
・いつも本はそばに

4　状況の中で
5　自らの考えを
6　いにしえの心を受け継ぐ
7　価値を生み出す
・いつも本はそばに

8　未来へ向かって
・学びを深める

観点別評価 主な評価の観点 評価の方法

言葉の特徴や使い方に関する事項、話や
文章に含まれている情報の扱い方に関す
る事項、我が国の言語文化に関する事項
についての知識を観察、提出物、小テス
ト、定期テスト、実技テスト等から見取
る。

・自分の立場や考えを明確にし、相手を説得できるように論理
の展開などを考えて、話の構成を工夫している。
・文章の種類を選択し、多様な読み手を説得できるように論理
の展開などを考えて、文章の構成を工夫している。
・目的や意図に応じた表現になっているかなどを確かめて、文
章全体を整えている。
・文章を批判的に読みながら、文章に表れているものの見方や
考え方について考えている。
・文章を読んで考えを広げたり深めたりして、人間、社会、自
然などについて、自分の意見をもっている。

話すこと・聞くこと、書くこと、読むこ
とについての作品、発表における思考・
判断・表現を見取る。

・課題解決に向け見通しを持って粘り強く取り組み、自己調整
を図りながら主体的に学習に向かおうとしている。
・言葉がもつ価値に気付こうとしている。
・読書習慣を身につけようとしている。
・我が国の言語文化を大切にして思いや考えを伝え合おうとし
ている。

知識及び技能を獲得したり、思考力、判
断力、表現力等を身に付けたりすること
に向けた粘り強い取組を行おうとする側
面と、その取組の中で自らの学習を調整
しようとする側面を、観察、提出物、小
テスト、定期テスト、実技テスト等から
見取る。

３年 国語
光村図書「国語３」（光村図書出版株式会社）
書写（光村図書株式会社）

知識
技能

思考
判断
表現

・第 2 学年までに学習した常用漢字に加え、その他の常用漢字の大体を読んで
いる。また、学年別漢字配当表に示されている漢字について、文や文章の中で
使い慣れている。
・理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し、慣用句や四字熟語
などについて理解を深め、話や文章の中で使うとともに、和語、漢語、外来語
などを使い分けることを通して、語感を磨き語彙を豊かにしている。
・話や文章の種類とその特徴について理解を深めている。
・具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めている。
・歴史的背景などに注意して古典を読むことを通して、その世界に親しんでい
る。
・身の回りの多様な表現を通して文字文化の豊かさに触れ、効果的に文字を書
いている。

主体的に学習に
取り組む態度


